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４－１） 令和７年度 鶴田ダムの出水対応
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４－２） 情報表示板の見直しについて



①_前回までの流れ

＜背景＞令和３年７月出水を受けて 鶴田ダムでは

○ダムどれだけの水が貯まっているか分かりにくい。

○緊急放流開始の切迫度を捉えるためには、貯水率を監視することが有効。

〇ダムの貯水率は、緊急放流の判断となる大変重要な情報。 というご意見を踏まえ、

情報表示板に貯水位、貯水率をリアルタイム（１０分ごと更新）に表示する改良を実施。

○ 貯水率と合わせて、ダムが危険な状況（緊急放流の可能性等）が分かる工夫が必要。

○ 貯水率50%、貯水位140mの表示は、貯水位が280mまで大丈夫と勘違いされる。

○ 情報表示板の数字の表示は分かりにくい。

○ 山にある警報局の回転灯が川から見えやすい。

○ 点いているランプが危険になると点滅する、文字色を変えるなど考えられる。

○ 事前放流は容易ならざる状況のため、予備放流と表示を使い分けた方が良い。

○ 管理所で案を出し、住民の意見を聞いて反映させる。

情報表示板の改良
⇒R8年度に設計業務発注予定

【8月頃、１1月頃に意見交換会】
R9年度までの完了に向け推進中

＜表示内容変更の見通し＞

会議での意見

＜情報表示板への貯水率表示（R5年度から実施）＞

鶴田ダム情報
洪水調節中

流入 4200m3/s

放流 2400m3/s

鶴田ダム情報
洪水調節中

貯水位 143m
貯水率 50%

交
互
表
示
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①_鶴田ダムの予備放流、事前放流ルール

洪水調節容量と

利水容量が共有し
ている。（緑部分）

○ダム流入量が600m3/s（洪水と定義）の予測がある時、必ず予備放流（緑部分を下げる）を実施する。
（操作規則に基づき実施する。予備放流で７～8月期は有効貯水容量100％、9月期は約70％の洪水調節容量を確保する。

〇9月期においては、基準雨量216mm/12hを超えると、約30％の発電容量部分の事前放流の実施判断を行う。
〇流入量予測を行った結果、治水容量が不足する場合、不足する容量分の事前放流を実施する。

（多目的ダム 予備放流方式のダム例）

（不足分を下げる）
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関係機関（役場等）

FAX

通知

鶴田ダム管理所

神子警報所

前田警報所

柏原警報所

柏原情報表示板

柏原橋情報表示板（２）

餅坂放流警報所

屋地警報所

園田警報所

城之口警報所

川口警報所

宮都大橋情報表示板（２）

虎居情報表示板

船木警報所

山ノ口警報所

須杭警報所

石橋警報所

山崎情報表示板

後ヶ原警報所

南瀬警報所 久住情報表示板

一瀬警報所 南瀬情報表示板

倉野警報所

上水流警報所

司野警報所

上水流情報表示板

大小路警報所

東郷警報所

鳥山警報所

天辰警報所

白浜警報所

池平警報所

轟の瀬情報表示板（２）

〇警報所からのサイレン、情報表示板により放流情報を周知します。

①_情報表示板による周知
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①_現在の情報表示板の表示内容

○鶴田ダムおよび下流河川水位に関する情報、自治体からの避難情報を表示します。

宮之城水位観測所から水防団待機水位を超えてから表示
（さつま町管内の表示板のみ）

川内水位観測所から水防団待機水位を超えてから表示
（薩摩川内市管内の表示板のみ）

鶴
田
ダ
ム

河
川
水
位

備考水位の名称等水位危険度レベル

氾濫の発生レベル５

河川がはん濫する恐れのある水位氾濫危険水位レベル４

避難情報発表の目安となる水位避難判断水位レベル３

河川の氾濫の発生を注意する水位氾濫注意水位レベル２

水防団待機水位レベル１

（参考）水位の名称

放流開始前

放流開始の1時間前から表示

予備放流中・事前放流中 洪水調節中 緊急放流中

鶴田ダム情報

１４時２０分

放流開始予定

鶴田ダム情報
容量確保中

放流 200m3/s

流入 100m3/s

鶴田ダム情報
洪水調節中

放流 1300m3/s

流入 2000m3/s

鶴田ダム情報
緊急放流中

放流 2500m3/s

流入 4000m3/s

鶴田ダム情報

ダム放流への
問い合わせ先
0996-59-2030

宮之城観測所管内

水防団待機水位
レベル１

河川情報
宮之城観測所管内

はん濫注意水位
レベル２

河川情報
宮之城観測所管内

避難判断水位
レベル３

河川情報
宮之城観測所管内

はん濫危険水位
レベル４

河川情報
川内観測所管内

水防団待機水位
レベル１

河川情報
川内観測所管内

はん濫注意水位
レベル２

河川情報
川内観測所管内

避難判断水位
レベル３

河川情報
川内観測所管内

はん濫危険水位
レベル４

河川情報

自
治
体

避
難
情
報

虎居地区

さつま町情報

避難指示

11日14時30分
虎居地区

さつま町情報

避難指示解除
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鶴田ダム情報
洪水調節中

貯水率 50%
貯水位 143m

回
転
灯

放流中は赤色１色が常に点灯

11日14時30分



①_【見直し案】情報表示板の表示内容

○下流河川水位に関する情報、自治体からの避難情報は継続実施。 9

鶴
田
ダ
ム

洪水調節中 緊急放流中

鶴田ダム情報
予備放流中

放流 200m3/s

流入 100m3/s

鶴田ダム情報

放流 1300m3/s

流入 2000m3/s

鶴田ダム情報
緊急放流中

放流 3000m3/s

流入 4800m3/s

鶴田ダム情報

貯水率 50%
貯水位 143m/160m

洪水調節中 洪水調節中

前回の見直し案

見直し案

鶴田ダム情報
事前放流中

放流 200m3/s

流入 100m3/s

予備放流中・事前放流中

鶴田ダム情報
予備放流中

貯水率 50%
貯水位 143m/160m

【ポイント】
① 容量確保中を、予備放流中と事前放流中に使い分けて表示。 → 事前放流が必要な放流であることを情報発信
② 貯水位に満水位の160mを追加 （○○m/160mと表示）。 → 貯水率から誤った水位の認識を防止
③ 回転灯を増設し、ダムの状況によって使い分けて表示。 → 通常の洪水調節と緊急放流を分かり易く情報発信

○表示色について
前回の見直し案では、「洪水調節中」について、通常の洪水調節中は「黄色表示」、緊急放流の可能性がある
場合は「赤色表示」としていましたが、放流の段階に応じた表示色にしたほうが分かり易いのではないかと考
え見直しています。
※Ｒ８の設計業務において、「緊急放流の可能性がある場合」の表示の方法などの案を作成し、８月頃の住民

鶴
田
ダ
ム

洪水調節中

鶴田ダム情報
予備放流中

放流 200m3/s

流入 100m3/s

鶴田ダム情報
洪水調節中

放流 1300m3/s

流入 2000m3/s

鶴田ダム情報
事前放流中

放流 200m3/s

流入 100m3/s

予備放流中・事前放流中

鶴田ダム情報
予備放流中

貯水率 50%

洪水調節中
（緊急放流の可能生）

鶴田ダム情報
洪水調節中

放流 2200m3/s

流入 3800m3/s

緊急放流中

鶴田ダム情報
緊急放流中

放流 3000m3/s

流入 4800m3/s貯水位 143m/160m

○実施時期については、表示色のマルチカラー化（３色→９色）が全箇所完了するR9年度を予定
（R8.3時 11／15面）

意見交換会時に提示。



①_【見直し案】回転灯の増設
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現状

見直し案

放流警報局（２５局）
・放流警報局、表示板ともに放流中は
赤色１色が常に点灯

放流警報表示板（１０箇所）

・操作は、放流警報局、表示板それぞれ
で操作

・放流警報局は、放流開始の約１時間前
から上流局から点灯

・表示板は、放流開始の約１時間前から
全箇所一斉に点灯

・通常の赤色回転灯に加え、緊急放流用として放流警報局に紫色回転灯を増設

・紫色回転灯の点灯開始は、緊急放流開始決定後（緊急放流開始の１時間前程度）を想定

Ｒ８に設計業務発注
Ｒ９に放流警報局の回転灯増設工事発注予定

○増設する回転灯案

○点灯のタイミング案

○今後のスケジュール案

※増設する回転灯の数や色、点灯タイミングなどの設計案を作成し、８月頃の住民の方との意見
交換会時に提示
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４－３） 上水流情報表示板の更新について
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上水流情報表示板の更新について
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４－５） 地域防災力向上の取組み
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地域防災力向上の取組み

薩摩川内市の取り組み

薩摩川内市 防災安全課
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地域防災力向上の取組み

年間計画をたて、計画的に訓練を実施
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地域防災力向上の取組み

主な取り組み

• ５月～７月 原子力防災のための小中学校の引き渡し訓練

• ５月 川内川総合水防演習

• ９月 避難所運営訓練

• １０月 大規模火災対応訓練

• ２月 原子力防災訓練

• ３月 シェイクアウト訓練

• １月～３月 防災に関するラジオ番組放送

• 通年 津波対応訓練

• 通年 防災に関する講座

• 通年 小中学校での防災教育
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地域防災力向上の取組み

大規模火災対応訓練

• 消防局、地区コミュニティ協議会、自治会と連携し、
山林火災を想定した大規模火災の対応訓練を実施

• 図上による情報伝達訓練だけでなく、住民には実際
に避難してもらい、避難所運営訓練を実施
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地域防災力向上の取組み

津波対応訓練

• 自治会や地区コミュニティ協議会単位で実施

• 防災行政無線を利用して避難の呼び掛け

• 消防団とも協力し実施

• 避難場所へ避難した後に防災講話を実施
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地域防災力向上の取組み

防災に関する講話

• 自主防災組織を中心に、社会福祉施設や企業、学校等に出前
講座を実施

• 令和７年度は１５件実施（２月末時点）

• 一般災害や原子力防災に関する内容で実施

• 自主防災組織の組織率は９５．１％



地域防災力向上の取組み 【出前講座（中央公民館）】

薩摩川内市中央公⺠館 令和７年６月２７日

①出水概要説明 ②鶴田ダムの概要 ③マイタイムライン説明 ④マイタイムライン作成

「今から取り組もう！防災講座」として、防災の基礎知識、風水害の体験活動、施設参観をテーマに、身近
な災害の発生例、風水害の具体的な体験活動を通して防災知識を学んで頂く出前講座を実施。
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地域防災力向上の取組み 【出前講座（中央公民館）】

薩摩川内市中央公⺠館 令和７年６月２７日
受講生からは、「もう一度資料をよく見て、マイ・タイムラインの完成や避難の方法を考えてみたいと思い

ます」などの感想が寄せられた。
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◆アンケート結果
５人参加 ・・・ ア とてもよかった （５人）

イ 良かった （０人）
ウ ふつう （０人）
エ やや物足りない （０人）
オ 物足りない （０人）

◆思われたことや感銘されたことなど
• わたしの住む場所は水害を受けやすいので、レベル４で迷わず逃げます。ビデオでもあったように、いざと

いう時に、主人の「家を守る」と言って動かない場面がありましたが、私の主人も一緒です。今日学習した
事を家に持ち帰り、家族に伝えたいと思います。

• 防災マップの家訓や気象情報等を確認できるホームページを見て、防災時の避難場所を検討し直すことがで
きました。ありがとうございました。

• 身近な命に関わる内容で、とても勉強になりました。もう一度資料をよく見て、マイ・タイムラインの完成
や避難の方法など考えたいと思います。

• 「まず逃げる」を目標に考えてみたいと思います。どの経路か。服装はどうするか。何を持っていくか。そ
の他、心すべきことを考えてみたいと思います。

• 普段は川内川河川事務所と全くご縁がございませんが、今日の説明で事務所の概要について初めて知ること
ばかりでした。今日ほど日頃の備えがいかに大事であるか、また、ひとたび洪水や氾濫が起こった時は、早
期（分散）避難が大切か実感として感じられたことはありません。防災の講座を受けて本当に良かったと感
謝申し上げます。



地域防災力向上の取組み 【出前講座（野間島自治会）】

薩摩川内市 野間島自治会 令和７年１０月２５日
川内川の氾濫よりも銀杏木川の氾濫による洪水被害を心配されていることから、洪水対策について被害を最

小限にするため地域全体で予備知識を学んで頂く出前講座を実施。
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全体説明 洪水対策説明

浸水検知センサ、水門・ポンプマップ説明

パックテスト



広報薩摩川内 ７月号より

地域防災力向上の取組み

25



地域防災力向上の取組み 【総合水防演習】

川内川総合水防演習 令和７年５月１１日
薩摩川内市（川内川河川敷）において，洪水から地域を守る水防団（消防団）の活動の紹介や国、県、市、

防災機関及び⺠間協⼒団体の災害時の連携・協⼒体制の強化とともに、地域の皆さんの防災岸城を⾼めていた
だくことを目的に、毎年出水期を前に実施する総合水防演習が薩摩川内市の川内川で開催。

別紙「川内川総合水防演習記録紙」参照
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地域防災力向上の取組み

さつま町の取り組み

さつま町 総務課
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地域防災力向上の取組み 【出前講座（鶴田小学校）】

さつま町 鶴田小学校５年生【出前講座（鶴田小学校）】令和７年７月３日
鶴田小学校の防災教育の一環として、川内川の近くにあり、平成１８年の鹿児島県北部豪雨で被災

した⻁居地区公⺠館で防災講座を実施し、さつま町で過去に起きた災害と⾃宅でできる防災対策につ
いて説明した。また、実際に川内川周辺を歩いて巡ることで、過去に起きた水害の痕跡を説明した。

全体説明

説明を聞く生徒 記念撮影

公⺠館が被災した記録 屋外での説明の様子

屋外での説明の様子
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地域防災力向上の取組み 【出前講座（外国人向け）】

さつま町 外国人向け【出前講座】令和７年１１月２８日
鹿児島県国際交流協会主催の多文化共生講座において、「外国人のための防災講座」を実施。優しい日

本語で資料を作成して、日本で起こる災害や防災対策、災害時の情報取得手段などを説明した。本町が避
難情報などを配信する「安全安心メール」の多言語版を登録してもらい、実際にテストメールを送信する
など、多言語機能の普及を促進した。また、避難所ベッドやパーテンションなど本町が備蓄する避難所物
資を体験してもらった。

全体説明

説明を聞く参加者 優しい日本語で作成した資料備蓄品の体験

非常持出袋について講座の様子



地域防災力向上の取組み

広報さつま ５月号より
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地域防災力向上の取組み 【総合防災訓練】

鹿児島県総合防災訓練 令和７年５月２５日
さつま町において，線状降水帯及び地震の影響により，土砂崩れや川内川水位の急上昇，家屋の倒壊，ライ

フラインの損傷に加え，孤立地域や多数の負傷者が発生するなど，甚大な被害を伴う複合災害が発生したとの
想定で，県総合防災訓練を実施。
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５． 情報提供

〇インフラツーリズムの取り組み（鶴田ダム）

〇水防災学習プログラムの取組み

〇ラジオ媒体を活用した防災情報の発信

〇川内川の水温データ整理

〇川内川平成１８年７月豪雨災害から２０年企画について



Ｒ７年度の取り組み

インフラツーリズムの取り組み

鶴田ダム管理所確認
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水防災学習プログラムの取組み
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水防災学習プログラムの取組み
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ＦＭさつませんだい

＜放送概要＞ 地域の生活・行政情報や独自の地元情報に特化し地域密着型の放送毎日24時間放送を実施

＜地域防災に積極的＞ 災害時等には番組内容を変更し住民が必要とする情報を放送

＜放送エリア＞ 薩摩川内市及びさつま町を中心に伊佐市大口付近まで受信可能

背景・趣旨

◯住民向けの防災（川内川）情報発信は、HPやTwitter等のSNSを通じてのみ行っている。

◯住民の円滑な避難行動に資するためには、多様な情報発信方法を活用するのが命題。

◯幅広い情報発信網の構築を目指すため『FMさつませんだい』と連携した取組みを模索。

イベント

啓発活動

取組紹介

平常時

地域活動

流域治水に関す
る情報も発信

ラジオ媒体を活用した防災情報の発信（川内川河川事務所）

防災情報に関する協定

川内川河川事務所 FMさつませんだい

・情報に切迫感を持たせたい。

・情報取得の簡素化の実現。

・広域住民全体を対象とした

広域な情報発信の実現

・水害時河川に関する詳しい

情報を入手できていない。

・リアルタイムに河川情報を取

得し迅速な情報発信

R5.2.22 協定締結式
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ラジオ媒体を活用した防災情報の発信（川内川河川事務所）
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ラジオ媒体を活用した防災情報の発信（川内川河川事務所）

•洪水対応演習、総合水防演習の紹介

４月４月

•総合水防演習
•水閘門点検、重要水防箇所合同巡視

５月（川内川河川事務所防災室にて実施）５月（川内川河川事務所防災室にて実施）

•鶴田ダムの概要について
•特定都市河川

６月６月

•火山活動について
•夏のイベント紹介

７月７月

•水難事故防止（川遊びで気をつけること）、河川管理について
•子供環境ネットワーク（水質・水生生物調査）

８月８月

•京町温泉地区河川公園について

９月９月

•土木・建築フェスタ、大鶴湖祭りの紹介

１０月１０月

•水質事故について
•工事の紹介

１１月１１月

•出張所の仕事
•事務所の広報活動について

１２月１２月

•水防災学習プログラム

１月１月

○令和７年度
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ラジオ媒体を活用した防災情報の発信（川内川河川事務所）
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ラジオ媒体を活用した防災情報の発信（川内川河川事務所）
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川内川水温データ整理

曽木大橋
⻲沢橋

中郷

42

小倉

● 環境基準点



川内川 経年変化状況【気温・水温（年間平均値）】

y = 0.0198x + 16.512
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川内（鹿児島県薩摩川内市）

y = 0.0382x + 17.714

y = 0.0437x + 18.253
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中郷（薩摩川内市） 小倉（薩摩川内市）

気温（年間平均値）の経年変化

水温（年間平均値）の経年変化

川内川水系直轄区間の年平均水温は上昇傾向が見られる。

川内観測所の気温は上昇傾向が見られる。
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川内川 経年変化状況【水温】
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中郷地点の水温は上昇傾向が見られる。

小倉地点の水温は上昇傾向が見られる。

小 倉

中 郷

44



川内川 経年変化状況【水温】
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亀沢橋地点の水温は大きな変化は見られない。

曽木大橋地点の水温は若干、上昇傾向が見られる。

曽木大橋

⻲沢橋
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川内川 経年変化状況【水温】
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４ヶ月間で水温は25°を超えている。

３ヶ月間で水温は25°を超えている。

小倉
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川内川 経年変化状況【水温】

３ヶ月間で水温は25°を超えている。

４ヶ月間で水温は25°を超えている。

中郷
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川内川 経年変化状況【水温】

１ヶ月間で水温は25°を超えている。

３ヶ月間で水温は25°を超えている。

曽木大橋
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川内川 経年変化状況【水温】

２ヶ月間で水温は25°を超えている。

３ヶ月間で水温は25°を超えている。

⻲沢橋

49



川内川平成１８年７月豪雨災害から２０年企画について

＜企画内容（案）＞

◆川内川の災害と治水対策の振り返り

◆基調講演

◆パネルディスカッション

『（案）川内川Ｈ１８．７豪雨災害から２０年

～未来につなぐ「流域治水」への転換～』

＜日時・場所＞
⽇時︓令和８年秋頃予定
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